
特定保健用食品の誕生とその現状

長 尾 慶 子

1.は じめ に

食品は、人体の構成成分 とな り、活動するエ

ネルギーを供給 し、生体調節にも関わる重要な

役割を担っている。

食品を選択する余地の少なかった第二次大戦

前或いは戦後の貧 しかった時代 には、我が国に

おける食品の研究は主に栄養素の含有量や調理

加工による栄養素の変化等、専ら栄養的観点に

中心が置かれていた(こ の食品の持つ最も基本

的な第一の特性、すなわち栄養的特性 を、 卜

次特性]と 称 する)。その後、経済的に安定 し

豊かな時代になると、人kは おいしい食品や好

みの食品すなわち各 自の嗜好性を満足 させる食

品を選択で きるようになった。食品の研究 も、

色、味、香 り、テスクチ ャー等の嗜好的要素が

重視 され、フレーバー成分や呈味成分の分析等

の嗜好特性に関わる研究が多 くみられるように

なった(こ の嗜好 に関わる特性を[二 次特性]

と称す る)。このように食品の価値 は、従来は一

次特性 と二次特性の両面から評価 されていた。

しか し、近年になって、飽食による成人病の

急増、ス トレスを内因とする種々の疾患の増加

等 により健康 に対する人々の関心が高 まってき

たことから、食品の質を考えるのに食品の特性

からでなく、人体に対 しての栄養面や嗜好面で

の働 き、すなわち食品の機能を評価の基準 にす

べ きであるという考えが注目されるようになっ

た。その結果、1983年 より文部省の特定研究、

[食品機能の系統的解析 と展開]、 が実現 し、

ここで機能性食品という言葉が始めて提唱 さ

れ、学問レベルでの食品価値の見直 しがおこな

われた。その後1988年 より三次機能(後 述)の

みを詳しく解析する重点領域研究がスター トし

た。それらの動 きに対 し厚生省は、ある種の機

能を強化 した食品を[特 定保健用食品]と して

制度化 した。

以上が[特 定保健用食品]が 誕生するまでの

経過である。本稿では、最近注 目を浴びてきた

この特定保健用食品について、数種の出版物お

よび講演記録等を参考にまとめたので以下に報

告する。

2.食 品の三次機能 とは

前述の文部省の特定研究の中で学問的レベル

での商品の見直 しがおこなわれた際に、これま

で言われていた食品の一次特性が、「食品中の

栄養素が生体に対 して短期的かつ長期的に果た

す機能であ り、生命を維持 してい く上で基本的

に重要なもの」として 厂一次機能」と改められ、

また、二次特性が、「食品組織、食品成分が、

感覚に訴 える機能であ り、食品の受諾性 を決定

する因子で もある」として 「二次機能」 と改め

られた。さらにこの 「特定研究」の中では、食

品に生体の諸系統を調節する機能 も備 わってい

ることが始めて提唱 され、「三次機能」 として

その事実が学問的に証明された。図1に 食品の

3つ の機能 を示 した。

人問には、本来、身体の恒常性(ホ メオスター

シス)を 保つ機能すなわち生体調節機能が備

わってお り、健康 を維持できるようなっている。

我々の身体の中には様々な調節機構、例えばホ

ルモ ン系(内 分泌系)、 神経系、生体防御系 な

どのシステムが適正に作動 しているか ら健康で
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1次 機能……栄養的機能(生 命、健康の維持)

2次 機能……嗜好的機能(味 覚、嗅覚、視覚などの感覚)

3次 機能……生体調節機能(生 体の防御、体調のリズムの調節、精神の興奮 と沈静、発症、疾病

の回復、老化の進行 と抑制など)

図1食 品の機能

藤巻正生:食 品機能、 1頁 、学会出版 センター(1988)

表1食 品中の生体調節因子

作用部位 たんぱ く質、ペプチ ド 糖質 脂質 その他

消化吸収系 プ ロ テ ア ー ゼ 、ア ミ ラ ー ゼ 、リパ ー ビフ ィズ ス活 大豆 ステ ロー 大豆サ ボニン

ゼ、消化酵素阻害物質、Ca吸 収促 性 オ リゴ糖、 ル

進ボス フォペプチ ド、胃液分泌抑 食物繊維
制ペプチ ド、胆汁酸吸収阻害ペプ
チ ド

循環系 アンジオテンシン転換酵素阻害ぺ リ ノ ー ル 酸 、 植物 フ ラボ ノイ ド、

プチ ド、血小板凝集阻害ペプチ ド、 エ イ コサ ベ ン タ ウ リ ン、S一 ア ル キ

毛細血管透過性亢進ペプチ ド タ エ ン 酸 、 バ ル シ ス テ イ ン ス ル

ル ミ ト レ イ ン フ ォ キ サ イ ド、 レ ン

酸、 レシチン チ シ ン、 メチ ルア リ

ル トリ ス ル フ ィ ド

生体 防御 ・ 免疫 グロブ リン、 トランスフェリ 抗腫瘍多糖類、 抗 エ ンテロ ト ア リ シ ン 、 リ グ ニ ン、

免疫 ン類 、リゾ チ ー ム 、パ ー オ キ シ タ ー ト リ オ ー ス レ キ シ ンガ ング タ ンニ ン

ゼ 、 カ タ ラ ー ゼ 、 プ ロ タ ミ ン、 各 ダク トン リ オ シ ド、 リ

種 レ ク チ ン、 フ ァゴ サ イ トー シ ス ノ ー ル 酸 、 オ

促進ペプチ ド、オリザシス タチ ン レアノール酸

内分泌系 乳 汁 中 の 各 種 ホ ル モ ン

(TSH,TRH,GRH,PRL,ACTH,ポ

ンベシ ンなど)、 植物 由来 の動物

ホ ル モ ン様 活 性(LH-RH,TRH,ソ

マ トス タチ ン様 活性)、 インス リ

ン増強ペプチ ド、グルカゴン様ぺ
、 プチ ド

細 胞 分 化 ・ 上皮増殖因子、血小板由来増殖因 ビ タ ミ ンA、 ニ コ チ ン 酸 ア ミ ド、

増殖系 子、神経増殖因子、コロニー刺激 ビタミンD フ ラボ ノイ ド

因 子 、 トリ プ シ ン イ ン ヒ ビ タ ー

神経系 オ ピオイ ドアゴニス ト、オピオイ α 一 リ ノ レ ン カ フ ェ イ ン、 テ オ フ イ

: ドアンタゴニス ト 酸 リ ン 、 テ オ プ ロ ミ ン 、

カプサ イシン

吉川昌明、千葉英雄:食 品中の生体調節因子、臨床栄養、72,469,(1988)
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いられるのである。近年これら生体調節機構の

解明を通 じ、多様な生理作用を示す物質が見い

だされている。それらを表1に 示 したが、この

中には新たに見いだされた物質 もあ り、既知物

質に新 しい機能が認められた場合 もある。

表2に 食品中に見いだされた機能因子 とその

機能をまとめた。

これらの機能性因子は作用発現機能の違いに

よって、①摂取 したときにそのままの形で機能

を発現する顕在型因子(α 一リノレン酸やビタ

ミン類、乳汁中のホルモン蛋白質など)や 、②

食品中に存在するときは作用を示 さないが、消

化吸収過程で分解 された り修飾されて機能を発

現する潜在型因子(ペ プチ ド類)及 び、③それ

自身は直接生体に作用 しないが、栄養素や他の

物質の消化吸収を促進 または阻害 して生体に好

都合な影響を及ぼす もの(食 物繊維)な どに分

類される。この具体例 として、人が生まれてか

ら最初にとる食物である乳汁をあげ以下に詳 し

く述べる。

乳汁の中には生体調節機能性成分が多 く存在

していることが判明している。例えば免疫グロ

ブリンは母乳、特に初乳に多 く含 まれているが、

乳児 は母乳を飲むことにより免疫グロブ リンを

獲得 し、外界か らの種々の感染から自分を守る

ことができるのである。 またラク トフェリンお

表2食 品の機能および機能因子

食品名 機能性因子 機能

乳汁

小麦

椎茸
甲殻類

イワシ

魚介類
大豆

オ リゴ糖

甘草

月見草
そば

大豆

米
ごま

くるみ

酵母
しょうが
ウコン

ねぎ

唐辛子

グロブリン

ラクトフェリン

ラクトペルオキシダーゼ

シスタチン

ガ ングリオシ ド

オ ピオイ ドペプチ ド

フ ォスフォペプチ ド(CPP)

マ クロファージ活性化ペプチ ド

レクチン

β一1.3一グルカン

キチン、キ トサ ン

エイコサペンタエ ン酸

タウリン

グ リシニ ン蛋白質

サポニン

フラクトオリゴ糖

ガラク トオリゴ糖

イソマル トオリゴ糖

グ リチルリチ ン

γ一リノレン酸

ルチ ン

トコフェロール

y一 オリザ ノール

セサ ミノール

エ ラグ酸

グルタチオン

ジンゲロン

ターメリック

メチルアリル トリサルファイ ド(MATS)

カ プサイシ ン

感染防御
抗菌作用

抗ウイルス
解毒作用

整腸作用
脳神経の鎮静沈痛
カルシウムの吸収促進

免疫増強

免疫増強

免疫増強
免疫増強、コレステロール低減化

血液凝固阻害
コレステロール低減化

コレステロール低減化

抗 ウイルス
整腸作用(ビ フィズス菌の増殖)

整腸作用(ビ フィズス菌の増殖)

整腸作用(ビ フィズス菌の増殖)
抗 ウイルス

細胞膜の強化、細胞の老化抑制
細胞膜の強化、細胞の老化抑制

細胞膜の強化、細胞の老化抑制

細胞膜の強化、細胞の老化抑制
細胞膜の強化、細胞の老化抑制

細胞膜の強化、細胞の老化抑制

細胞膜の強化、細胞の老化抑制
抗酸化性

抗酸化性
血小板凝集阻害

体熱産生
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よびラク トペルオキシダーゼはいずれ も蛋白質

で抗菌作用 を持ち、シスタチ ンという蛋白質は

抗 ウイルス作用を持 っている。これらはいずれ

も食品由来の生体防御物質である。その他解毒

作用を持つガングリオシ ドや、整腸作用を持つ

シアルオリゴ糖 といったものも含まれている。

以上の物質は顕在的因子 として存在 しているも

のである。これに対 しカゼイン蛋白質の中のい

くつかのペプチ ドは、身体の中に入 り消化を受

ける際に機能を発現する潜在的因子である。た

とえば、オピオイ ドペプチ ドは脳神経の鎮静、

沈痛の機能 を持つ と考 えられてお り、フォス

フォペプチ ドはカルシウムの吸収 を促進する機

能 を持つペプチ ドでCPPと 略称 されている。

またマクロファージ活性化ペプチ ドは、免疫増

強の機能を持つことが明 らかとなっている。マ

クロファージというのは白血球細胞で、免疫最

前線のところで活躍する非常 に重要な細胞であ

るが、我々の身体に外か ら病原菌やウイルスそ

の他が進入して くると、マクロファージが活躍

図2ウ シおよびヒトβ一カゼインに含まれる潜在的生理機能性配列

一:カ ルシウム吸収促進ペプチ ド、口:オ ピオイ ドペプチ ド、
e:マ クロファージ活性化ペプチ ド、…:ア ンジオテンシン転

換酵素阻害ペプチ ド、Sお よびTは それぞれホスホセリン残基

およびホスホスレオニン残基 を示す。

(吉 川 昌 明:食 品 と開発 、23(4),42(1988)よ り
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して次々に食べてしまうと同時に、その情報を

さらにT細 胞やB細 胞の免疫担当細胞 に伝えて

い く役割を持つ。さらに、血液上昇を抑えるペ

プチ ドや血小板凝集阻害ペプチ ドもカゼイン中

に存在 している。図2は 牛乳及び人乳β一カゼ

イン由来の生理活性ペプチ ドを示 したものであ

る。上段が牛乳、下段が人乳の場合であ り、ア

ミノ酸を記号化 して直線配列で示 している。た

とえばRは アルギニンで、Eは グルタミン酸、

Lは ロイシン、Vは バリンである。ここで大変

興味深いのは、これらの機能ペプチ ドが通常は

乳汁蛋白質カゼインのアミノ酸配列の中に含 ま

れていて、小腸で トリプシンの消化を受ける途

上でアミノ酸の鎖が切れて過渡的に機能性のあ

るペプチ ドが出来る点である。ペプチ ドのみを

遊離の形で飲 ませ るよりは、より安定で副作用

もな く効果がマイル ドに得 られるという点で、

自然の食品の持つ仕組みの巧みさに関心させ ら

れる。さらに今後も新 しい機能性因子が見いだ

される可能性が高いと思われる。

3.機 能性食品 とは

厚生省は、食品中に含まれている上記のよう

な生体調節機能(三 次機能)が 効率良 く利用で

きるように設計 され加工変換 された食品を機能

性食品 として定義している。すなわち、通常の

摂取ではその機能性 因子が十分に有効利用 され

ない場合に、なんらかの技術 を導入することに

より、その食品の期待される三次機能を効果的

に発現させる目的で作られた食品が機能性食品

であ り、 きわめて医薬品に近い食品として位置

づけられる。機能性食品は機能別に以下の5つ

に分類される。

① 生 体 防 御 機 能…アレルギー低減化食品、

免疫賦活食品、 リンパ系

刺激食品

②体調リズム調節機能…神経系調節食品、摂取機

能調節食品、吸収機能調

節食品

③ 老 化 抑 制 機 能…過酸化脂質生成抑制食品

④疾 患 の防止 機能…高血圧防止食品、糖尿病

防止食品、先天性代謝異

常障害防止食品、抗腫瘍

食品

⑤疾 病 の 回復 機 能…コ レステ ロール制御 食

品、血小板凝固防止食品、

造血機能調節食品

これらの生体調節の機能を効率 よく発現する

ための方法 として次のような方法が考えられて

いるQ

① 量的に不十分な場合には、別に大量生産し

た因子の添加、精製濃縮化お よび因子の生産

を高めるための条件の整備をする。

② 因子の質的改良、酵素的または化学的な低

分子化や修飾 を行い生体内での効果 を高め

る。

③ 抗酸化剤、酵素阻害剤などの添加あるいは

物理的操作による安定化をはかる

④ 不快 因子の除去、嗜好因子の付与などによ

り食品の品質を高める。

次 に機能性食品と特定保健用食品との関係に

ついて述べる

4.特 定保健用食品の位置づ け

栄養改善法の第12条 で規定 され、厚生大臣の

許可 を必要 とする食品に特殊栄養食品がある。

この中で、栄養成分補給ができる旨の表示をし

た食品が強化食品であ り、一方、病者用、乳児

用、妊産婦用、および高齢者用などの特別の用

途に適するよう表示 した食品が特別用途食品で

ある。

健康への意識の高まりとともに機能性食品が

人々への関心 を集めるようになると、厚生省は

その対応策 として特定保健用食品の制度化 を図

り、平成3年7月11日 、栄養改善法施行規則の

一部 を改正 して同年9月1日 より施行 した
。そ
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図3特 定保健用食品の位置づけ(栄 養改善法施行規則による)

強 化 食 品

食 品

米 、 押 麦 、 小 麦粉 、 食 パ ン、 ゆ で め ん 、

乾 め ん、(マ カ ロニ 、 ス パ ゲ テ ィ を含 む。)、

即 席 め ん 、 味 噌 、 マ ー ガ リ ン、

魚 肉ハ ム ・ソ ーセ ー ジ

特殊栄養食品

栄 養 素

ビ タ ミンA、 ビ タ ミンB1、 ビ タ ミンB2、

ビ タ ミンC、 ビ タ ミンD、 カル シ ウム 、

鉄 、L一 リ ジ ン

特別用途食品

病者用食品

病者用単一食品

低ナトリウム食品

低カロリー食品

低たんぱく質食品

低(無)た んぱ く質高カロリー食品

高たんぱく質食品

アレルギー疾患用食品

無乳糖食品

病者用組合わせ食品

減塩食調整用組合わせ食品

糖尿病食調整用組合わせ食品
肝臓病食調整用組合わせ食品
成人肥満症食調整用組合わせ食品

妊産婦、授乳婦用粉乳

乳児用調製粉乳

高齢者用食品

そしゃく困難者用食品

そしゃく・えん下困難者用食品

zzsxa.,Rx

こでは、特定保健用食品を 〔特別用途食品のう

ち、食生活において特定の保健の目的で摂取す

る者に対 し、その摂取により当該保健の目的が

期待出来る旨の標示をするもの〕 と定義 し、特

別用途食品の中に特定保健用食品を新たに位置

づけている。そ して従来の機能性食品をこの特

定保健用食品の範疇に含めている。(図3)

現在までに特定保健用食品として許可 された

食品は表3の ようである。平成5年6月1日 付

けZ標 示許可された、ア トピー性皮膚炎患者向

けグ ロブ リン低 減化米(フ ァイ ンライス)と 慢

性 腎 不全 患 者 向 け低 リン酸粉 ミル クの2品 、

追 って 同年10月 に キ シロオ リゴ糖 、フ ラク トオ

リゴ糖 、大豆 オ リゴ糖 、CCM(ク エ ン酸 リン

ゴ酸 カルシウム)な どを原料 と した清涼飲料 水、

乳 酸菌飲料 、炭酸飲料、 テーブル シ ュガーな ど

11品 の 計13種 類 の商品が認可 され てい る。追 っ

て平成6年4月22日 付 けで フ ラク トオ リゴ糖 、

イソマ ル トオ リゴ糖、大豆 蛋 白質 、な どを原料

と した清涼飲 料水、テ ーブル シュガニ、が ん も
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ど き、か らあげ、な どの5品 、 同年10.月7日 付

けで小 麦 フスマ 、大豆 蛋 白質、大豆 オ リゴ糖二、

フラク トオ リゴ糖 、を原料 と したシ リアル、清

涼飲料 水、テ ーブルシ ュガー、錠菓 、な どの5

品 が許 可 され た。平成7年5月25日 に 乳菓 オ リ

ゴ糖 を原料 と した炭酸 飲料、テーブル シュガー、

フローズ ンヨーグル ト、カゼ イン ドデカペ プチ

ドや クエ ン酸 リンゴ酸 カル シウムお よびCCP

(カゼ イ ンホ スホペ プチ ド)を 原料 とした清涼

飲 料水等12食 品 が許可 され、同年10月25日 に各

種 オ リゴ糖 類、 キ トサ ン、大豆蛋 白質、ヘ ム鉄

お よびCCPな ど を成 分 と した テ ーブル シュ

ガー、 キ ャンデ ィー、 クッキ ー、 か まぼ こお よ

び清涼飲料 水 などの23食 品 が許可 され、その時

点で許可食 品 は58品 目 とな ってい る。 なお これ

らの許可食 品 は2年 間のみ有効で あるので、す

で に13食 品 が再許可食 品であ る。 さ らに これか

ら も認可食 品の数 は増加 してい くもの と予 想 さ

れ るが、[特 定 保健用 食 品]と して認定 され る

場合には科学的な研究が され、まさしく機能性

があるというしっかりした裏付 けがなければな

らない。医薬品 との違いは、医薬品は即効性が

あるが副作用 も考えられるのに対 し、特定保健

用食品は遅効性であるが副作用が無いことが原

則である。そのため医薬品では 〔……に効 く〕

とい う表現は許されるが、特定保健用食品では

使えない。〔……の改善に役立つ〕 とか、〔……

に気 をつけている者に適する〕 というような表

現に とどめられている。

この特定保健用食品の位置づ けについては、

健康食品や医薬品 との境界を明確 に線引きする

のが非常に難 しいことと、特定保健用食品に含

まれる特定の成分 と三次機能の有効性 との証明

等、今後に残された課題が多い。今後、基礎研

究 とその応用によって誕生 した新 しい食品が、

人々の健康の維持 と増進に役立つことが望まれ

る。

表3特 定保健用食品の標示許可一覧(平 成7年10月25日 現在)厚 生省資料

番
号
商品名 申請者 食品の種類 関与する成分 許可を受けた標示の内容 摂取する上での注意事項

許 可 日

許可番号

1 フ ァイ ンラ イ 株式会社資生 加工米 米グロブリン フ ァイ ン ラ イス は、 米 の 中 1.本 品は医師に米の グロ 5.6.1
ス 堂 に含まれて いるグロブリン ブリンの摂取制限 を指 7.5.25

を低減 して あるので、普通 示された場合に使用す (36)
の米の代 わ りとして、米 グ ること 上段は初
ロブ リンが 関与する米のア 2.本 品はグロブリン以外 回許可日
レル ギ ー に よ る ア トピー性 の米のたんぱ く質が ア

皮膚炎の者 に適する。 レルゲンとなって いる

米 のアレルギーの者 に
は効果 はな く、かえっ

て症状が悪化す ること

が あるので、注意す る

こと。

3。 本品を摂取 して も症状

の改善が見 られな い場

合 は、他の原因の関与

も考 えられるので、医

師と相談すること

2 低 リンミルク 森永乳業株式 乳等を主要原 リン 低 リ ン ミル クはL.P.Kは 消 1.医 師にリン含量が少な (37)
会社 料 とする食品 化吸収 され やすい乳 たんぽ い食品の摂取 を指示 さ

く質 の ほか、カル シウム、鉄、 れた場合に使用す るこ

各種のビタ ミンを配合する と
一方
、 リン(牛 乳の1/5の 含 2.本 品はリンの摂取制限

量)、 カ リウム、 ナ トリウム をされている者に適す

を低減 してあ るので、低 リ るが、多 くの摂取す る

ン食を指示 されている慢性 ことに よって疾病が治

腎不全の者に適す る。 るものではないこと
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番

号
商品名 申請者 食品の種類 関与する成分 許可を受けた標示の内容 摂取する上での注意事項

許 可 日

許可番号

3 ヨーグ リーナ サ ントリー株

式会社

乳酸菌飲料水 キシロオリゴ
糖

腸内のビフィズス菌 を適正

に増や し、おなかの調子を

良好に保つ飲料である。

飲 み過 ぎあるいは体 質 ・体

調 によりおなかがゆる くな

ることがある。

5.10.1
7.9.29

(38)

4 カ ル シ ウ ム

パ ー ラー

宝酒造株式会

社

清涼飲料水 CCM(ク エ

ン酸 リンゴ酸

カルシウム)

カル シウムの人への吸収性

が高 く、食生活で不足 しが

ちな カルシウムを摂取す る

のに適す る。

本品100m1に は70mgの カル

シウムが含 まれてい る。食

生活 における成 人の カル シ

ウム所要量は、1日600mgで

あ り、他 の食品か らの摂 取

量を考慮の上、適量摂取 す

ること。

(39j

5 カ ル シ ウ ム
160

宝酒造株式会
社

清涼飲料水 CCM(ク エ

ン酸 リンゴ酸

カルシウム)

・

同上 本品100mlに は110mgの カル

シウムが含 まれている。食

生活における成 人の カル シ

ウム所要量 は、1日600mgで

あ り、他の食品か らの摂取

量を考慮の上、適量摂取す

ること。

(40)

6 メ イ オ リ ゴ

(顆粒)

明治製菓株式

会社

テ ー ブル シ ュ

ガー

フラク トオリ
ゴ糖

腸内のビフィズス菌を適正

に増 やし、おなかの調子 を

良好に保つ食品である。

食べ過 ぎあ るい は体 質 ・体

調に よりおなかがゆるくな

ることがある。

(41)

7 メ イ オ リ ゴ

(シ ロ ップ)

明治製菓株式
会社

テ ー ブ ル シュ

ガー

フラク トオリ

ゴ糖

同上 同上 (42)

8 ニ チ レイア セ

ロラ エ クス ト

ラフ"レ ン ト
"

株式会社ニチ
レイ

清涼飲料水 大豆オリゴ ビフィズ ス菌を増や して腸

内の環境 を良好に保つので、
おなかの調子に気をつけて

いる者に適する。

飲み過 ぎあるいは体質 ・体

調 によりおなかがゆる くな
ることがある。

(43)

9 オリゴCC カルピス食品
工業株式会社

炭酸飲料 大豆オ リゴ糖 同上 同上 (44)

10 大豆オリゴ糖

シロップ

カル ピス食品

工業株式会社

テ ーブ ル シ ュ

ガ ー

大豆オリゴ糖 同上 食べ過 ぎあるいは体 質 ・体

調 によりおなかがゆ るくな

ることがある。

5.10.1.
7.9.29.

(45)

11 グ ッ デ ン ト

(GOODENT)

株式会社 ロッ
テ

ガム パ ラチ ノース

マルチ トール

虫歯に安心なガム 他 の食品に起 因す る虫歯 を

防ぐ効果はない。

(46)

12 エ ル トス(シ

ロ ツプ)

大正製薬株式

会社

テ ーブ ル シ ュ

ガ ー

大豆オリゴ糖 ビフィズス菌 を増や して腸

内の環境 を良好 に保つので、

おなかの調子に気をつけて

いる者に適する。

食べ過 ぎあ るいは体 質 ・体

調によりおなかが ゆるくな
ることがある。

(47)

13 エル トス(顆

粒)

大正製薬株式
会社

テ ーブ ル シ ュ

ガ ー

大豆オリゴ糖 同上 同上 (48)

14 オ リ ゴ コ ー
ヒー

明治製菓株式
会社

清涼飲料水 フラクトオリ

ゴ糖
本品はフ ラク トオリゴ糖 を

原料 とし、ビフィズス菌 を

増や して、おなかの調子 を

整える食品です。

飲み過 ぎあ るいは体 質 ・体

調によ り、おなかが ゆる く

なることがある。

6.4.22.

(許 可 番

号 は 番 号

と同 じ)

15 オ リゴタイム

(シロップ)

昭和産業株式
会社

テ ー ブル シ ュ

ガー

インソマル ト

オリゴ糖

ビフィズス菌を増や して腸

内の環境 を良好に保つので、
おなかの調子に気 をつけて

いる者に適する。

食べ過 ぎあ るいは体 質 ・体

調によ り、おなかが ゆる く

なることがある。
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番
号
商品名 申請者 食品の種類 関与する成分 許可を受けた標示の内容 摂取する上での注意事項

許 可 日
許可番号

16 プロテインが 不二製油株式 がんもどき 大豆たんぱ く 本製品は、分離大豆たんぽ 多量に摂取することにより、 6.4.22.

んも 会社 質 く質 を原料 にし、コレステ 疾病が治癒 した り、 より健 (許 可 番
ロールの吸収をしにくくす 康が増進できる ものではな 号は番号
る大豆たんぱく質を摂取 し い 。 と同じ)

やすいように工夫されてあ

る ので 、 コ レス テ ロー ル が

高めの方の 食生活の改善に

役立ちます。

17 MSメ イ オ リ 明治製菓株式 テー ブ ル シュ フラク トオ リ 本品 はフラク トオリゴ糖を 食べ過 ぎあるいは体 質 ・体
ゴ(シ ロ ップ) 会社 ガー ゴ糖 原料 とし、 ビフィズス菌を 調 によりおなかがゆるくな

増 やして、おなかの調子を ることがある。

整える食品です。

18 大豆からあげ 不二製油株式 からあげ 大豆たんぱく 本製品は、分離大豆たんぱ 多量に摂取することにより、

会社 質 く質を原料 にし、コレステ 疾病が治癒 したり、 より健
ロールの吸収 をしにくくす 康が増進するものではない。
る大豆たんぱく質を摂取 し

やす いように工夫されてあ

る ので 、 コ レ ステ ロー ル が

高めの方の食生活の改善に

役立ちます。

19 オ ール ブ ラン 日本ケロッグ シリアル 小麦フスマ オールブランは、食物繊維 食べ過 ぎにより、一過性 に 6.10.7.

株式会社 の豊富な小麦フスマ.(ブ ラ おなかがゆるくなることが (許 可 番
ン)を 原料に しているので、 あります。 号は番号
おなかの調 子を整える食品 と同じ)

です。おい しくたべておな

かす っ き り。

20 G-9(ジ ー かねき株式会 清涼飲料水 大豆たんぱく 本製品は、分離大豆たんぽ 多量に摂取することにより、

ナイン) 社 質 く質を原料に し、コレステ 疾病 が治癒 した り、よ り健
ロールの吸収 をしに くくす 康が増進で きるものではあ
る大豆たん白質を摂取 しや りませ ん。

すいように工失 されてある

の で、 コ レス テ ロー ルが 高

めの方の食生活の改善に役

立ちます。

21 大豆オリゴ糖 大日本製糖株 大豆オリゴ糖 ビフィズス菌を増や して腸 食べ過 ぎあるいは体質 ・体 6.10.7.

シロ ップ 式会社 内の環境 を良好に保つので、 調によ りおなかがゆる くな (許 可 番

おなかの調子に気 をつけて ることがある。 号は番号
いる者 に適する。 と同じ)

22 オ リゴ ヨ ーグ 明治製菓株式 錠菓 フラ ク トオ リ 本品はフラ ク トオリゴ糖 を 食べ過ぎるとおなかがゆる
レ ッ ト 会社 ゴ糖 配合 し、 ビフィズス菌 を増 くなることがあ ります。

や して、おなかの調子 を整

える食品です。

23 オリゴキャン 明治製菓株式 錠菓 フラ ク トオ リ 本品はフラク トオリゴ糖 を 食べ過 ぎあるいは体 質 ・体

デ ー 会社 ゴ糖 配合 し、 ビフィズス菌を増 調 によりおなかがゆるくな

や して、おなかの調子 を整 ることがあります。

える食品です。

24 ワナナイ トプ 大塚製薬株式 炭酸飲料 乳果オリゴ糖 ワナナイ トはおなかの中に 飲み過 ぎあるいは体 質 ・体 7.5.25.

レー ン 会社 棲む ビフィズス菌 を増 やし 調 によりおなかがゆるくな (許 可 番
て腸内の環境を良好に保つ ることがあります。 号は番号
ので、おなかの調子に気 を と同 じ)

つけている方に適 します。
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番
号
商品名 申請者 食品の種類 関与する成分 許可を受けた標示の内容 摂取する上での注意事項

許 可 日
許可番号

25 ワナナイ トビ 大塚製薬株式 炭酸飲料 乳果オリゴ糖 ワナナイトはおなかの中に 飲み過 ぎあ るいは体 質 ・体 7.5.25.

ター 会社 棲 むビフィズス菌を増 やし 調によ りおなかがゆ るくな (許 可 番

て腸 内の環境 を良好 に保つ ることがあります。 号は番号
ので、おなかの調子 に気 を と同じ)

つけている方に適 します。

26 ワナナイ トジ 大塚製薬株式 炭酸飲料 乳果オリゴ糖 ワナナイ トはおなかの中に 飲み過 ぎあ るいは体 質i体

ンジ ヤー 会社 棲 むビフィズス菌 を増 やし 調によ りおなかがゆ るくな

て腸内の環境を良好に保つ ることがあります。
ので、おなかの調子に気 を

つけている方 に適 します。

27 オリゴの朝 塩水港精糖株 テ ーブ ル シ ュ 乳果オリゴ糖 オ リゴの朝は乳果オ リゴ糖 食べ過 ぎあ るいは体 質、体
式会社 ガ ー を主成分とし、腸内のビフィ 調 によ りおなかがゆ るくな

ズス菌 を適正に増や します ることがあります。

ので、おなかの調子 を良好

に保 つように工夫 されてい

る食品です。

28 乳果オリゴ 塩水港精糖株 テ ーブ ル シ ュ 乳果オリゴ糖 乳果 オリゴは乳果オ リゴ糖 食べ過 ぎあ るいは体 質、体
式会社 ガ ー を主成分とし、腸内のビフィ 調 によりおなかがゆるくな

ズス菌 を適正に増や します ることがあります。

ので、おなかの調子を良好

に保 つように工失 されてい

る食品です。

29 乳 果 オ リ ゴ 塩水港精糖株 テ ー ブル シ ュ 乳果オリゴ糖 乳果オ リゴ(顆 粒 タイプ) 食べ過 ぎあ るいは体 質、体
(顆 粒 タ イ 式会社 ガー は乳果 オリゴ糖 を主成分 と 調 によりおなかが ゆるくな

プ) し、腸内の ビフィズス菌 を ることがあります。

適正に増や します ので、お

なかの調子 を良好の保つ よ

うに工夫 されている食品で

す。

30 フ ロー ズ ン 江崎グリコ株 冷凍醸酵乳 乳果オリゴ糖 フ ローズ ン ヨー グル トす ご 本品は食べ過 ぎあるいは体
ヨー グル トす 式会社 (フ ロー ス" やか家族は乳果 オリゴ糖 を 質、体調 によりおなかがゆ
こやか家族 ン ヨー ク"ル 主成分と し、腸 内の ビフィ るくなることがあります。

ト) ズス菌を適正に増や します

ので、おなかの調子を良好

に保 つように工夫 されてい

る食品です。

31 明治オリゴプ 明治乳業株式 カップ入 りプ フ ラ ク トオ リ 本品はフラクトオリゴ糖 を 食べ過 ぎると、おなかがゆ
リ ン 会社 リ ン ゴ等 配合 し、おなかの調子 を整 るくなることがあります。

えるように工夫 された食品
です 。

32 日本オリゴの 日本オリゴ株 テ ー ブ ル シュ フ ラ ク トオ リ 本品はフラク トオリゴ糖 を 食べ過 ぎあ るいは体 質、体

フ ラク トオ リ 式会社 ガー ゴ糖 原料 とし、おなかの環境 を 調 によりお なかがゆるくな
ゴ糖 良好 に保つ ように工夫され ることがあります。

た食品です。

33 BEFORE 鐘紡株式会社 清涼飲料水 カゼインドデ 本食品は、「カゼインドデカ 開栓後は、お早めにお飲み

(ビ フオー) カペプチ ド ペプチ ド」 を含んでお り、 下 さい。
血圧が高めの方の食生活の

改善に役立ちます。
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番

号
商品名 申請者 食品の種類 閧与する成分 許可を受けた標示の内容 摂取する上での注意事項 許 可B

許可番号

34 鉄骨飲料 サ ントリー株

式会社

清涼飲料水 CCP(カ ゼ

インボスホペ

プチ ド)

鉄骨飲料は、CCPを 配合

し、含まれ るカルシウムの

吸収性が高 くなるように工

夫 されているので、食生活
で不足 しが ちなカルシウム

を摂取するのに適 している。

120ml:本 品120mlに は

120mgの カルシウムが含まれ

て いる。食生活にお ける成

人の カルシウム所要量は1

日600mgで あり、他の食品か

らの摂取量 を考慮の上、適

量摂取すること。200ml:本

品200mlに は200mgの カルシ

ウムが含 まれている。食生

活 における成人のカル シウ
ム所要 量は1日600mgで あ

り、他 の食品からの摂取量

を考慮の上、適量摂取する

こと。

7.5.25.

(許 可 番

号 は 番 号

と同 じ)

35 カ ル シ ウ ム
パ ーラーCa

宝酒造株式会

社
清涼飲料水 CCM(ク エ

ン酸リンゴ酸

カルシウム)

カル シウムの人への吸収性

が高 く、食生活で不足 しが

ちなカルシウムを摂取する

のに適する。

本品100mlに は100mgの カル

シウムが含 まれている。食

生活における成 人の カルシ

ウム所有量 は1Q600mgで あ

り、他の食品か らの摂取量

を考慮 の上、適量摂取す る

こと。

36 ス ッ ト 常盤薬品工業
株式会社

清涼飲料水 大豆オリゴ糖 ビフィズス菌を増や して腸

内の環境 を良好に保つので、

おなかの調子に気 をつけて

いる方に適 します。

多量に摂取することによ り

保健の効果が増進 されるも
のではあ りません。摂取量

を守ってお飲み下さい。

49

37 ピセス 常盤薬品工業
株式会社

清涼飲料水 大豆オリゴ糖 ビフィズス菌を増や して腸

内の環境を良好に保つので、

おなかの調 子に気 をつけて
いる方に適 します。

多量に摂取することによ り

保健の効果が増進 されるも

のではありませ ん。摂取量

を守ってお飲み下さい。

50

38 まるしげげん

きっす

まる しげ上田

株式会社

調味酢 キシロオリゴ

糖

腸 内のビフィズス菌を適正

に増 やし、 おなかの調子 を

良好に保つ調味酢である。

摂 り過 ぎあるいは体質 ・体

調によりおなかがゆる くな

ることがあ ります。

51

39 毎朝爽快 森永乳業株式

会社
清涼飲料水 ラ クチ ュ ロー

ス

本飲料 は、ラクチュロース

を原料 とし腸 内の ビフィズ

ス菌 を適正 に増や し、おな

かの調子を良好に保つ飲料

です。

飲 み過 ぎあるいは体質 ・体

調 によりおなかがゆるくな

ることがあ ります。

52

40 オ リゴのおか

げ

塩水港精糖株

式会社

テー ブ ル シュ

ガー

乳果オリゴ糖 乳果オリゴ糖を主成分とし、

腸 内の ビフィズス菌 を適正

に増や し、おなかの調子 を

良好に保つ食品です。

食べ過 ぎあるいは体質 ・体

調 によりおなかがゆるくな

ることがあ ります。

53

41 オ リゴのおか

げEX

塩水港精糖株
式会社

テー ブ ル シュ

ガー

乳果オリゴ糖 乳果オリゴ糖を主成分とし、

腸内の ビフィズス菌 を適正

に増や し、おなかの調子 を

良好に保つ食品です。

食べ過 ぎあるいは体質 ・体

調 によりおなかがゆるくな

ることがあ ります。

54

42 ピ ック オ リ ゴ

キ ャンデ ィー

江崎 グリコ株

式会社

キ ャンデ ィー 乳果オリゴ糖 ピックオ リゴキャンデ ィー

は、乳果オリゴ糖 を配合 し、

腸内 ビフィズス菌 を適正に

増や しますので、おなかの

調子 を良好 に保つ ように工

夫されている食品です。

本 品は食べ過 ぎあるいは体

質 ・体調 によりおなかがゆ

るくなることがあります。

55

43 ピ ック オ リゴ

ビスケ ッ ト

江崎 グリコ株 、ビスケット

式会社

乳果オリゴ糖 ピックオリゴビスケ ットは、

乳果オリゴ糖 を配合 し、腸

内の ビフィズス菌適正 に増

や しますので、おなかの調

子を良好に保つ ように工夫

されています。

本品は食べ過 ぎあるいは体

質 ・体調 によりおなかがゆ

るくなることがあります。

56
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番
号
商品名 申請者 食品の種類 関与する成分 許可を受けた標示の内容 摂取する上での注意事項

許 可 日
許可番号

44 オ リゴ55 株式会社博文 テー ブ ル シ ュ
ガー

フラクトオリ

ゴ糖

フラク トオ リゴ糖を原料 と

し、おなかの調子を整 える

ように工夫されている。

食べ過 ぎあ るいは体質 ・体

調によりおなかがゆ るくな

ることがあります。

57

45 カ ップ オ リ ゴ

ス イー トエ ク

ス トラ

日新製糖株式

会社

テ ーブ ル シ ュ

ガ ー

ガラクトオリ

ゴ糖
腸内のビフィズス菌を適正
に増 やすガラク トオ リゴ糖

を配合 し、おなかの調子 を

良好 に保つ ように工夫され
た甘味料です。

食べ過 ぎあ るいは体 質 ・体

調によ りおなかがゆるくな
ることがあります。

58

46 ア サ ヒパ ワー

ゴ ール ド

アサヒビール

株式会社

炭酸飲料 イソマル トオ

リゴ糖
本品はイソマル トオリゴ糖
を原料 とし、 ビフィズス菌

を増や して腸内の環境を良

好 に保つので、おなかの調

子に気をつ けている方に適

しています。

飲み過 ぎあるい は体質 ・体

調 によりおなかがゆるくな

ることがあ ります。

59

47 ヘ ルケ ッ ト 日本化薬株式

会社

ビス ケ ッ ト キ トサ ン 商 品 ・「ヘルケッ ト」はコ レ
ステロールの吸収をしにく

くす るキ トサ ンを所定量配

合 したビスケ ットであ り、
コ レステ ロールの高い人又

は注意 している人の食生活・

の改善に役立 ちます。

食物繊維が含まれているた

め、なるべ く水分 と共にお

召し上が り下さい。

60

48 健 康 応 援 食

品 ・キ トサン

入 りマ リーン

株式会社紀文
食品

かまぼこ キ トサン 「健康応援食品 ・キ トサ ン

入 りマ リー ン」 は、コレス

テ ロールの吸収 をしに くく

するキ トサ ンを摂取 しやす
い ように工夫 されてあるの

で、コレステ ロールの高い

人、気 になる人の食生活の

改善に役立ちます。

摂取量の 目安以上 に摂取 し

ていただいて も健康上問題

はあ りませ ん。食生活に う

まく取 り入れておい しく召

し上がって下さい。

61

49 健康バランス

ライフポーク

ウインナー

伊藤ハム株式
会社

ウ イ ン ナー

ソ ーセー ジ

難消化性デキ
ス トリン

本品は、馬鈴薯でん粉か ら
つ くられた水溶性食物繊維

(難消化性 デキス トリン)

が含まれてお り、おなかの

調 子を整えます。おいしく

食べておなかすっきり!

本品を多 く摂取することに

より、疾病が治癒するもの

ではありません。

62

50 フ ァイブ ミニ 大塚製薬株式
会社

炭酸飲料 ポチデキス ト

ロース

ファイブ ミニは、食生活で

不足 しがちな食物繊維を手

軽にと り、おなかの調子 を

整える食物繊維飲料です。

飲み過 ぎあ るいは体 質 ・体

調によ りおなかがゆるくな

ることがあります。

63

51 サ ン フ ァ イ
バ ー55

太陽化学株式
会社

粉末清涼飲料
水

グアーガム分

解物

本製品(サ ンファイバー55)

は、食物繊維のグアーガム

分解物を主原料に し、おな

かの調子 を良好に保つ よう

工夫 された食品(粉 末清涼

飲料)で す。おいしく食べ

ておなかすっきり。

過食によ り一過性 の膨満感

を覚えることがあ ります。

その際は少量か らお始め下

さい。

64

52 ワ ンツーペ ロ

テ ィ

江崎 グリコ株

式会社

チ ョコ レー ト パ ラチ ノース

茶 ポ リ フェ

ノール

ワンツーペ ロティは、虫歯

の原 因にな らな いパ ラチ

ノース と茶 ポリフェ ノール

を原料素材 に使用 してい ま

す ので、虫歯の原因にな り

にくいチョコレー トです。

この商品を食べ ることによ

り、虫歯 が治る というもの
ではありません。

65
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許可番号

53 ナチュラブ 江崎 グリコ株

式会社

チ ョコレー ト マ ルチ トー ル

パ ラ チ ノー ス

茶 ポ リ フェ

ノール

ナチュラブは、虫歯の原因

とならないマ ルチ トール、

パ ラチノース と茶ポリフェ

ノールを原料素材 に使用 し

てい ます ので、虫歯の原因

になりに くいチョコレー ト

です。

この商品を食べることによ

り、虫歯が治るとい うもの

ではあ りません。

66

54 キス ミン トガ

ムホ ワイ ト

江崎グリコ株

式会社

ガム マ ルチ トー ル

還 元 パ ラ チ

ノース

エ リス リ トー

ル

茶 ポ リ フェ

ノール

キスミン トガム、ホ ワイ ト

は、虫歯の原因とならない

マ ルチ トール、還元パラチ

ノース、エ リス リトール と

茶 ポリフェノールを原料素

材 に使用 していますので、

虫歯の原因になりに くいガ

ムです。

食べ過 ぎあるい は体質 ・体

調によりおなかがゆるくな

ることがあ ります。 このガ
ムを食べることにより、虫

歯が治る というものではあ

りません。
▼

67

55 バ ラ ン ス サ

ポー トポー ク

フラ ンク

日本ハム株式

会社

フラ ンク フル

トソーセ ージ

大豆たんぱく

質

本品はコ レステロールの吸

収が されに くいエ美がな さ

れています。お肉類 は好 き

だけれども、コレステロー

ルが気になる方の食生活の

改善に役立ちます。

多量に摂取することにより、

疾病が治癒 した り、より健

康が増進で きるものではあ

りません。

68

56 バ ラ ン ス サ

ポー トポー ク

ウイ ンナ ー

日本ハム株式

会社

ウ イ ン ナ ー

ソーセ ージ

大豆たんぱく

質

本品はコ レステロー,ルの吸

収がされに くい工夫がなれ

ています。 お肉類は好 きだ

けれども、コ レステロール

が気 になる方の食生活の改

善に役立ちます。

多量 に摂取することにより、

疾病が治癒 した り、よ り健

康が増進で きる ものではあ

りません。

69

57 ヘム鉄飲料f

e

旭化成工業株
式会社

清涼飲料水 ヘム鉄 鉄の補給 を必要 とする貧血

ぎみの者に適する。

(1)医師、栄養士、薬剤師等

と相談して使用す ることが

適当である。(2)食 事療法の

素材 と して適 す る もので

あって、多 く摂取すること

により疾病が治癒するもの

ではない。

70

58 こつ こつ カル

シウム

アサ ヒビール

株式会社

清涼飲料水 CCP(カ ゼ

インホスホペ

プチ ド)

本品は、CCPを 配合 し、

含まれるカルシウムの吸収

性が高 くな るように工美 さ

れているので、食生活で不

足 しがちな カルシウムを摂

取するのに適している。

1本 あた り70mgのCCPと

200mgの カルシウムを含んで

います。食生活 における成

人のカルシウム所要量は1日

600mgで あ り、他の食品から

の摂取量か考え適量 を摂取

して下さい。

n
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